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本セミナーでは, 材料組織変化の数値シミュレーション方法として注目され

ているフェーズフィールド法の基礎理論と適用事例を解説する[1]. はじめに, 基

本となるシングルフェーズフィールドモデルと多結晶組織を扱えるマルチフェ

ーズフィールドモデルの定式を示し, フェーズフィールド法の考え方を説明す

る. 次に, 鉄鋼材料で生じる固相変態による組織形成過程を例に, 計算状態図

(CALPHAD)法と連携したフェーズフィールドシミュレーションについて解説す

る. 最後に, 図 1 に示すような多結晶粒成長や相変態による組織形成, 原子スケ

ールのフェーズフィールドモデルであるフェーズフィールドクリスタル法など

の計算事例を示し, フェーズフィールド法の現状を紹介する。 
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図 1 マルチフェーズフィールド法で計算された多結晶粒成長過程 
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